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表 1 の 3 項目を用いて努力肯定尺度を作成する。3 項目で主成分分析をおこない、固有値
1 以上で因子の抽出を打ち切ると、第 1 主成分のみが抽出された（分散の説明率 51.4％）。
この第 1 主成分を努力への肯定的意識を表すものと考え、第 1 主成分得点を努力肯定得点
とする。














　この 4 項目についても、主成分分析の結果、第 1 主成分のみが抽出された（分散の説明
率 43.1％）。この第 1 主成分得点を連帯志向尺度の得点とする。
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親世代よりも「まじめ化」しているという尾嶋史章らの調査結果を掲載した 2012 年 11
月 21 日の『朝日新聞』記事、大学生が学生生活で最も重点をおいていることが 1991
年は「よき友を得たり豊かな人間関係を結ぶことを第一においた生活」であったのが、
1998 年には「勉強や研究第一」が逆転したことを示す全国大学生活協同組合連合が実
施した調査の分析結果を掲載した 2012 年 12 月 7 日の『朝日新聞』記事など。
2） 　この調査は、当時、本学文学部現代社会学科 4 年生であった大室裕香、寒木絢香、山
下紗恵子の三氏が卒業論文執筆のために共同で実施したものである。
3） 　努力肯定意識と連帯・共感志向の主成分得点の相関係数は r=0.262 と算出され、両者
には正の相関がある（1％水準で有意）。
4） 　例えば、『AERA』で特集された「『コミュ力なし』は『内定なし』」（2010 年 11 月 29
日発行）や、『毎日新聞』の記事「気になる『コミュ力』就職活動で、職場で『必要性』




――――，2009「なぜ若者は保守化するのか ―― 反転する現実と願望 ――」東洋経済新
報社 .
「『コミュ力なし』は『内定なし』」『AERA』2010 年 11 月 29 日
「気になる『コミュ力』　就職活動で、職場で『必要性』独り歩き」『毎日新聞』2012 年 7 月 2 日
「高校生、親世代よりまじめ」『朝日新聞』2012 年 11 月 21 日
「大学生、友人よりも勉強」『朝日新聞』2012 年 12 月 7 日
